
明治書院「精選 言語文化」指導資料 R4 
近現代文編 単元 1「羅生門」指導計画案●1 

e_01_01_02_rasyomon_sidou 

指
導
計
画
案 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
展開 導入 

展
開 

  

１ 

  

２ 

      

３ 

 

４ 

 

５ １ 

 

２ 

   

指
導
上
の
重
点
目
標 

  

舞
台
と
主
人
公
の

状
況
を
は
っ
き
り

さ
せ
る
。 

主
人
公
の
心
理
の

問
題
点
を
つ
か
ま

せ
る
。 

    

主
人
公
の
心
理
の

動
き
を
追
わ
せ
る
。 

舞
台
効
果
に
注
意

さ
せ
る
。 

主
人
公
の
心
理
の

変
化
と
そ
の
理
由

を
つ
か
ま
せ
る
。 

小
説
を
虚
構
と
し

て
捉
え
さ
せ
る
。 

作
品
を
全
体
と
し

て
大
づ
か
み
に
捉

え
さ
せ
る
。 

  

① 

 

② 

 

③ 

 

④ 

  

① 

 

② 

 

③ 

 

④ ① 

 

② 

 

③ 

  
④ 

 

学
習
活
動 

〈
第
二
段
〉（
Ｐ
一
八
六
・
７
～
Ｐ
一

八
九
・
９
） 

主
人
公
の
心
理
の
変
化
を
順
を
追

っ
て
整
理
す
る
。
思
判
表 

主
人
公
の
憎
悪
の
内
容
と
特
徴
を

考
え
る
。 

主
人
公
の
心
理
を
第
一
段
の
主
人

公
の
心
理
と
比
較
す
る
。
思
判
表 

舞
台
で
あ
る
羅
生
門
楼
上
の
空
間

の
意
味
を
考
え
る
。 

〈
第
一
段
〉
（
初
め
〜
Ｐ
一
八
六
・

６
） 

作
品
世
界
の
社
会
状
況
、
主
人
公
の

人
物
、
状
況
を
ま
と
め
る
。 

舞
台
で
あ
る
羅
生
門
の
雰
囲
気
を

つ
か
む
。 

主
人
公
で
あ
る
下
人
の
心
理
の
中

心
点
を
つ
か
む
。
思
判
表 

小
説
の
語
り
手
の
あ
り
方
に
注
意

す
る
。
思
判
表 

小
説
と
い
う
文
学
ジ
ャ
ン
ル
に
つ

い
て
学
ぶ
。
知
技 

芥
川
龍
之
介
と
そ
の
作
品
に
つ
い

て
、
知
っ
て
い
る
こ
と
を
あ
げ
る
。 

全
体
を
通
読
し
て
、
第
一
次
の
感
想

を
メ
モ
す
る
。
疑
問
点
や
印
象
の
強

い
点
を
あ
げ
る
。 

全
体
の
構
成
を
考
え
て
、
段
落
分
け

を
す
る
。
思
判
表 

  
① 

 

② 

 

③ 

 

④ 

  

① 

 

② 

 

③ 

 

④ ① 

 

② 

 

③ 

  

④ 

指
導
上
の
留
意
点 

  

「
構
成
」
２
を
参
考
に
、
図
表
化
を
試
み
る
。 

 
「
雨
の
夜
」「
羅
生
門
」
と
い
う
場
の
雰
囲
気
と
関
連
づ
け
る
。 

 

心
理
の
反
転
、
善
と
悪
、
た
め
ら
い
と
一
途
さ
な
ど
を
対
比
さ
せ
る
。 

 

非
日
常
的
な
空
間
が
現
出
す
る
こ
と
に
言
及
す
る
。 

  

地
図
、
古
典
作
品
な
ど
の
資
料
を
生
か
す
。 

 

復
元
写
真
に
よ
り
な
が
ら
、
本
来
の
偉
容
と
作
中
の
荒
廃
を
対
比
す
る
。 

 

追
い
つ
め
ら
れ
た
者
の
た
め
ら
い
に
注
意
さ
せ
る
。 

 

語
り
手
が
作
者
を
名
乗
る
こ
と
の
効
果
を
考
え
さ
せ
る
。 

「
虚
構
」
の
役
割
を
明
確
に
す
る
。 

 

教
科
書
の
作
者
紹
介
の
範
囲
で
と
ど
め
る
。 

 

作
品
の
印
象
の
傾
向
を
と
ら
え
る
。
通
読
に
は
Ｃ
Ｄ
教
材
の
利
用
も
考
え
る
。 

  

場
面
の
転
換
箇
所
に
注
意
を
促
す
。 
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まとめと発展 展開 
展
開 

１ 

  

２ 

  

３ 

  

６ 

 
７ 

       

８ 

  

９ 

指
導
上
の
重
点
目
標 

全
体
の
ま
と
め
を

し
て
、
主
題
に
つ
い

て
考
え
さ
せ
る
。 

作
家
と
作
品
に
つ

い
て
ま
と
め
さ
せ

る
。 

読
書
へ
の
展
開
を

図
る
。 

  

老
婆
の
論
理
の
要

点
を
つ
か
ま
せ
る
。 

比
喩
の
効
果
を
考

え
さ
せ
る
。 

      

主
人
公
の
決
断
と

行
動
の
心
理
を
つ

か
ま
せ
る
。 

主
人
公
の
そ
の
後

を
考
え
さ
せ
る
。 

① 

 

② 

  

③ 

 

④ 

  
① 

 

② 

 

③ 

 

④ 

  

① 

 

② 

 

③ ④ 

学
習
活
動 

授
業
後
の
感
想
を
ま
と
め
、
主
題
に

つ
い
て
考
え
る
。 

「
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
」
「
言
葉
の
学

習
」「
言
語
活
動
」
に
つ
い
て
深
め
て

い
く
。
知
技
・
思
判
表
・
主
態 

作
者
と
作
品
に
つ
い
て
、
必
要
事
項

を
整
理
す
る
。 

作
者
の
ほ
か
の
作
品
を
読
み
、
表
現

を
理
解
す
る
。
思
判
表 

〈
第
四
段
〉（
Ｐ
一
九
二
・
５
〜
終
わ

り
） 

主
人
公
の
勇
気
の
内
容
を
説
明
す

る
。
思
判
表 

老
婆
の
論
理
が
主
人
公
の
心
理
に

与
え
た
影
響
を
ま
と
め
る
。
思
判
表 

主
人
公
の
最
後
の
行
動
の
意
味
を

考
え
る
。 

末
尾
の
一
文
の
効
果
を
考
え
、
主
人

公
の
そ
の
後
を
想
像
す
る
。
主
態 

〈
第
三
段
〉（
Ｐ
一
八
九
・
10
〜
Ｐ

一
九
二
・
４
） 

こ
の
段
の
短
編
小
説
と
し
て
の
構

成
上
の
役
割
を
考
え
る
。 

主
人
公
の
心
理
の
変
化
と
そ
の
理

由
を
明
ら
か
に
す
る
。
思
判
表 

老
婆
の
論
理
の
要
点
を
つ
か
む
。
思

判
表 

老
婆
に
対
す
る
比
喩
表
現
の
特
徴

と
効
果
を
考
え
る
。
知
技 

① 

 

② 

  
③ 

 

④ 

  

① 

 

② 

 

③ 

 

④ 

  

① 

 

② 

 

③ ④ 

指
導
上
の
留
意
点 

「
主
題
」
参
照
。
唯
一
の
正
解
は
な
い
が
、
単
な
る
思
い
つ
き
で
な
く
、
「
論
理
」
に
裏
づ
け
さ

れ
た
説
明
を
加
え
さ
せ
る
。 

時
間
と
の
関
係
で
、
取
り
立
て
て
行
う
作
業
を
選
ぶ
。
ほ
か
は
授
業
で
触
れ
た
こ
と
の
確
か
め
と

す
る
。
言
語
活
動
２
を
行
う
際
に
は
、「
羅
城
門
の
上
層
に
登
り
て
死
人
を
見
る
盗
人
の
語
」（
一

九
五
ペ
ー
ジ
）
を
通
読
さ
せ
る
。 

大
正
期
の
文
学
で
の
位
置
づ
け
、
歴
史
物
の
前
期
、
現
代
物
の
後
期
、
出
生
と
自
殺
な
ど
に
言
及

す
る
。 

小
説
を
中
心
と
す
る
読
書
指
導
と
表
現
指
導
を
試
み
る
。 

  

善
と
悪
の
方
向
を
も
と
に
ま
と
め
さ
せ
る
。 

 

老
婆
の
論
理
を
逆
手
に
と
っ
て
口
実
に
使
う
点
を
押
さ
え
さ
せ
る
。 

 

老
婆
に
対
す
る
引
剝
ぎ
の
意
味
を
考
え
さ
せ
る
。 

 

下
人
の
人
間
像
の
把
握
を
前
提
に
す
る
。 

  

動
的
な
変
化
が
起
こ
る
「
転
」
の
場
面
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。 

 

気
分
が
老
婆
と
の
関
係
で
変
化
す
る
こ
と
を
踏
ま
え
さ
せ
る
。 

 

二
点
を
あ
げ
、
両
者
の
意
味
を
そ
れ
ぞ
れ
明
ら
か
に
す
る
。 

動
物
の
比
喩
の
効
果
を
考
え
さ
せ
る
。 

 


